















































































































科 名 種 名 花期（月） 花の色 花の位置（地上，cm） チョウの訪花例数
アオイ科 ◎ゼニアオイ 5 薄紫 50～60 1
アブラナ科 ナノハナ 1～5，12 黄 40～150 3
アヤメ科 ◎キショウブ 5 黄 50～60
アヤメ科 ハナショウブ 4～5 紫 50～60
アヤメ科 バビアナ 4～5 紫 20～40
アヤメ科 ヒメヒオウギズイセン 6 オレンジ 30～50
アヤメ科 フリージア 4～5 黄 30～50
アルストロメリア科 アルストロメリア 6～7 赤 70～90
オシロイバナ科 オシロイバナ 7～12 白，紅色 40～90 1
カタバミ科 オキザリスフラバ 10～12 黄 5～10
カタバミ科 カタバミ（黄色大花） 3～5 黄 5～10
カタバミ科 ムラサキカタバミ 1～8，10～12 紫 5～10 32
キキョウ科 ◎カンパニュラ 6 紫 30～100
キキョウ科 キキョウ 9 紫 10～20
キキョウ科 ホタルブクロ 6～8 薄紫 30～50
キク科 アゲラタム 1，8～12 薄紫 10～75 57
キク科 ◎イソギク 10～12 黄 10～30 1
キク科 ガザニア 1～12 黄，オレンジ 10～20
キク科 ◎ガーベラ 1～5 オレンジ 20～30
キク科 キク 1，4～6，11～12 ピンク，紅色 40～110 21
キク科 キバナコスモス 6～12 オレンジ 10～150 385
キク科 コスモス 6～12 白，ピンク，濃ピンク 10～170 74
キク科 ◎ヒャクニチソウ 6～12 白，黄，オレンジ 10～20 3
キク科 マーガレット 1～7，11～12 白 10～70 50
キク科 ◎マリーゴールド 5～12 黄 5～15 27
キョウチクトウ科 ◎ニチニチソウ 6～12 白，赤，紅 10～30 1
キンポウゲ科 オダマキ 4～5 ピンク 20～30
クマツヅラ科 宿根バーベナ 5～12 紫 10～80 80
クマツヅラ科 ランタナ 1，4～12 赤，薄紫 5～165 568
シソ科 サルビア 5～12 赤 20～30
シソ科 セイヨウキランソウ 4～5 紫 5～10
シソ科 ハナトラノオ 8～11 薄紫 20～70 3
シソ科 ラベンダー 1～10，11～12 薄紫 60～110 14
シュウカイドウ科 ベゴニア 5～12 白，ピンク，赤 5～35
スベリヒユ科 ハゼラン 9 ピンク 20～40
スベリヒユ科 ハナスベリヒユ 9 黄，濃ピンク 10～20 2
ツルナ科 マツバギク 1～12 濃ピンク 5～130 29
ナス科 ◎ペチュニア 6～11 白，赤，紫 10～20
ナデシコ科 カーネーション 1，4～6 ピンク 20～30
ナデシコ科 ナデシコ 1，3～12 濃ピンク 5～15 1
ナデシコ科 ムシトリナデシコ 5～6 ピンク 20～30
ハナシノブ科 シバザクラ 1～6，9～12 白，ピンク，薄紫 5～10
バラ科 イチゴ 4～5 白 5～15
バラ科 ◎コトネアスター 5 白 5～20 1
バラ科 バラ 3～4，5～12 ピンク 20～60
バラ科 ◎ユキヤナギ 4 白 10～50
ヒガンバナ科 ヒガンバナ 9～10 白 30～50
ヒガンバナ科 ラッパスイセン 3 黄 20～30
ヒルガオ科 アサガオ 9～11 濃ピンク 60～150
フウロソウ科 ゼラニウム 1～12 白，赤，ピンク 20～80
マメ科 アカツメクサ 5～9 ピンク 20～50 3
マメ科 シロツメクサ 4～6，9～12 白 5～20 1
マメ科 ◎レンゲ 4 ピンク 5～10
ムクロジ科 フウセンカズラ 11 白 50～100
モクセイ科 ◎レンギョウ 4 黄 10～30
ユキノシタ科 ◎ショウマ 6 ピンク 10～20
ユリ科 スズラン 4～5 白 10～20
ユリ科 ◎タカサゴユリ 8～9 白 20～40
ユリ科 チューリップ 4 白，赤，黄 20～40
ユリ科 ハナニラ 3～4 白 10～20
ユリ科 ヒアシンス 3～4 ピンク，水色 10～30
ユリ科 ヤブラン 9～10 薄紫 5～20
ラン科 シラン 4～5 紫，白 30～40


































科 名 種 名 花期（月） 花の色 花の位置（地上，cm） チョウの訪花例数
アカネ科 ◎ヘクソカズラ 9～12 白 10～150 1
アカネ科 ヤエムグラ 4 白 5～20
アカバナ科 アレチマツヨイグサ 7～10 黄 100～190 2
アヤメ科 ニワゼキショウ 5～7 薄紫 10～20
オオバコ科 ヘラオオバコ 4～6 クリーム 20～40
カタバミ科 カタバミ 3～12 黄 2～10 66
キク科 アキノノゲシ 10 黄 30～50
キク科 コセンダングサ 10～12 黄 50～80 208
キク科 オオアレチノギク 8～12 薄茶 30～80
キク科 コウゾリナ 5～6 黄 30～50
キク科 セイタカアワダチソウ 10～12 黄 40～200 72
キク科 セイヨウタンポポ 3～4 黄 10～20 2
キク科 ◎チチコグサ 5～6 薄茶 5～15
キク科 チチコグサモドキ 3～6，11～12 薄茶 5～15
キク科 ハハコグサ 4 黄 5～15
キク科 ハルジオン 4～5 白 20～40
キク科 ハルノノゲシ 4～6，12 黄 30～40
キク科 ヒメジョオン 5～12 白 40～60 21
キク科 ホウキギク 5 黄 50～80
ケシ科 ナガミヒナゲシ 4～5 オレンジ 30～40
ゴマノハグサ科 オオイヌノフグリ 3～4 水色 3～10
タデ科 イタドリ 6～9 クリーム 40～60
タデ科 ◎スイバ 5～6 クリーム 40～60
タデ科 ヒメツルソバ 1，3～7，10～12 ピンク 3～10 81
ツユクサ科 ツユクサ 7～11 青 20～30
ドクダミ科 ドクダミ 6 白 10～30
ナデシコ科 オランダミミナグサ 2～5 白 5～20
ナデシコ科 ハコベ 3～4 白 5～20
ヒルガオ科 コヒルガオ 5～10 ピンク 10～170
フウロソウ科 アメリカフウロ 5 ピンク 10～30
ブドウ科 ヤブガラシ 7～9 黄緑，オレンジ 10～90 3
マメ科 カラスノエンドウ 3～5 濃ピンク 10～40
マメ科 ◎メドハギ 9～10 白 10～60 18
ムラサキ科 ◎キュウリグサ 5 水色 5～15


























































No. 種 類 訪花例数 チョウ訪花種数 No. 種 類 訪花例数 チョウ訪花種数
1 ランタナ 303 13 1 ランタナ 568 14
2 キバナコスモス 301 10 2 キバナコスモス 385 14
3 宿根バーベナ 45 5 3 コセンダングサ 208 11
4 コスモス 31 6 4 ヒメツルソバ 81 7
5 カタバミ 17 2 5 宿根バーベナ 80 7
5 セイタカアワダチソウ 17 7 6 コスモス 74 9
7 ヒメツルソバ 15 1 7 セイタカアワダチソウ 72 11
8 アゲラタム 11 3 8 カタバミ 66 4
9 マツバギク 10 2 9 アゲラタム 57 5


































モンシロチョウ 1 3 3
キタキチョウ 1 3 3 1 1
モンキチョウ 1 1
ヤマトシジミ 1 1 59 21 45 1 8
ベニシジミ 5 7






計 1 1 2 3 1 66 32 57 1 21
表３（続き）


























モンシロチョウ 2 3 29 10 6 1
キタキチョウ 21 2 13 2 2 1
モンキチョウ 41 12 74 1 7
ヤマトシジミ 55 4 14 6 2 30 6
ベニシジミ 47 2 5 9 8 15 9
ウラナミシジミ 29 1 33 7 1 2 1
ツバメシジミ 2
ヒメアカタテハ 69 16 11 1 1 1 1
キタテハ 7 7 7
ツマグロヒョウモン 74 6 18 10 2
イチモンジセセリ 28 28 2 18 1 1 2 3 1





































アオスジアゲハ 1 1 1
ナミアゲハ 5 2
キアゲハ 1
モンシロチョウ 2 4 4
キタキチョウ 35 54 17 1 4 4 1
モンキチョウ 2 17 2
ヤマトシジミ 13 40 39 1 8 2 61 21
ベニシジミ 1 16 1 1 1 1
ウラナミシジミ 19 6 2 11 2
ツバメシジミ 3 2 1 1
ヒメアカタテハ 1 16 31 1
キタテハ 12 3
ツマグロヒョウモン 42 6
イチモンジセセリ 26 150 74 1 2 2 1
計 80 380 188 3 14 2 81 29 1 1
表３（続き）















モンキチョウ 1 1 160
ヤマトシジミ 1 12 2 453
ベニシジミ 12 140

















































































1 ヤマトシジミ 228 17 65.4 25 1 ヤマトシジミ 453 24 70.6 25
2 イチモンジセセリ 180 10 38.5 36 2 イチモンジセセリ 347 18 52.9 36
3 キタキチョウ 112 12 46.2 41 3 キタキチョウ 166 17 50.0 41
4 モンキチョウ 73 4 15.4 50 4 モンキチョウ 160 11 32.4 50
5 ツマグロヒョウモン 70 5 19.2 66 5 ツマグロヒョウモン 158 6 17.6 66
6 ヒメアカタテハ 46 3 11.5 52 6 ヒメアカタテハ 153 12 35.3 52
7 ウラナミシジミ 28 6 23.1 30 7 ベニシジミ 140 15 44.1 30
8 ベニシジミ 22 5 19.2 30 8 ウラナミシジミ 122 17 50.0 30
9 キタテハ 18 3 11.5 50 9 モンシロチョウ 70 12 35.3 50








































9月 1 1 1 13 3 31
10月 1 31 7 14
11月 15 12 7 1 15
12月 6 6 1 6
計 1 1 2 3 1 66 32 57 1 21
表5（続き）





























7月 2 3 1
8月 24 16 2 2 3
9月 138 38 1 5 14
10月 113 17 165 64 7 4
11月 61 42 8 2 22 4 1
12月 47 1 28











































7月 1 1 2
8月 10 25 18 2
9月 50 133 39 2 6 2 13
10月 19 147 49 1 23 8
11月 72 46 5 54 7
12月 2 34 1 4 1
計 80 380 188 3 14 2 81 29 1 1
表5（続き）

















8月 1 1 108
9月 2 4 9 506
10月 1 14 5 690
11月 374
12月 1 138
計 3 3 1 18 15 1847
の別に図4に示したが，これを見ても，両年は全く
同じ変化を示していることがわかる。
筆者は前回の報告1）で，秋にチョウの訪花観察例
数が急激に増加する理由として，調査を行った場所
に植えられている栽培種の植物の多くが，コスモス
やキバナコスモスなど秋によく咲くものであったた
めに，秋に多くのチョウをひきつけてしまったとい
う点をあげた。この仮説は秋期に関しては正しいと
思われるが，1年の間でもうひとつのチョウの発生
ピークである4月～6月にかけての訪花があまりに
も少ないことを説明できていないように思われる。
調査は継続中であるので，今後も年間を通してでき
るだけ長時間観察を行い，春から初夏にかけてのチ
ョウの訪花が少ない原因を解明したい。
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図4.月別のチョウの訪花観察例数変化:（a）2010年（文献1の調査結果をもとに作成）（b）2011年
